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 学生から提出された博士論文について、公開発表会が 8 月 13 日に行われ、審査委員と学生の間
で質疑応答が繰り返しなされ、誤記の修正、表現の微修正が行われた。 












第 2 章では血縁関係のない 2 つの全兄弟Ｇと全兄弟Ｗを総当たりで雌雄一対交配して、全兄弟内













 最終試験は 8 月 13 日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ
いて最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開
発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確
認した。学術論文は 5 編が第一著者として公表済み(①Kobayashi T,Kawahara I,Hasekura 
O,Kijima A.J.Shellfish Res.23,No.4,1153-1156,2004.②小林俊将,原素之,菊地省吾,坂本晋,木島明
博.水産育種,34,143-147,2005.③小林俊将,原素之,小林正裕,關野正志.水産増殖,54(2),209-215,2006.
④Kobayashi T,Kijima A.J.Shellfish Res.29,No.3,643-649,2010.⑤Kobayashi T,Hara M,Kijima 
A.Fish Gen.Breed.Sci. 41,33-41,2012.)であることを確認した。学術論文 3 編は英語で書かれてお
り、外国語の学力については問題ないと判断した。以上から、学生について博士論文審査、最終試
験とも合格と判定した。以上、申請者から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、
各研究分野における学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値す
ることを審査委員一同確認した。 
